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分級処理後除染土壌の特性評価 

○志賀 勇太 1、遠藤 拓 2、佐藤 理夫 1

（福島大理工 1、福島大院理工 2 現所属 ニプロ（株）） 

福島第一原発事故によって発生した大量の汚染土壌の減容化が求められており、様々な手法が検討さ

れている。研究の多くは放射性セシウム濃度の低減に主眼が置かれ、セシウム以外の特性に着目した研

究例は少ない。本研究では、もっとも簡便な手法である乾式分級に着目し、TG-DTA による有機物量測

定・水中へのイオンの溶出測定・X 線蛍光分析(XRF)による組成分析などを行った。また、近接する水

田・畑・住宅地の土壌を入手し、土地利用形態の違いが分級特性や分級後土壌の特性に与える影響につ

いて考察した。 

分級後の水田土壌（川俣町・稲刈り後・110℃で乾燥後に室温で保管）の TG の測定結果を図１に示

す。TG の結果と DTA の結果より各温度での重量減少は、100℃近辺は土壌に吸着された水分の蒸発（吸

熱）、250℃～450℃は土壌中の有機分の燃焼・熱分解（発熱）、450℃以降は結晶水の脱離等（吸熱）に

よるものと考えられる。粒子径が小さいほど、吸着水量や有機物量が多いことが示された。 

20 g-dry 土を 100 ml の純水で 30 分間マグネチックスターラーで懸濁した後の上清をイオンクロマ

トグラフィー(IC)を用いて分析した。（図２）ナトリウム・マグネシウム・カルシウムが検出され、小粒

径ほどイオンの溶出量が多い傾向にあった。カリウムとアンモニウムは検出限界以下であった。

分級後土壌をカラムに詰め、上から純水を供給することにより透水性と保水性を計測した。（図３）小

粒径ほど透水性が悪く、75μm 以下の粒子は自重の 2 倍以上もの多くの水分を保持することが判った。

分級後の土壌を保管し再資源化する際には、これらの特性への配慮も必要である。 

図 1 分級後の水田土壌の TG 測定結果 図２ 浸出水中のイオン濃度 

図３ カラム充填土壌層か

らの溶出水量の経時変化 

分級後土壌 5 g に対し、 

25 mL の水を供給 
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